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技術内容を解説した資料（図表などを用いた簡単な解説書） 

 

脳放射線壊死に対するベバシズマブ治療の解説 

 

悪性脳腫瘍、特に神経膠芽腫は難治性脳腫瘍である。日本でも 2006 年

に新薬であるテモゾロミドが承認されたが、それでも生存期間の中央値は 14 カ

月程度である。よって、神経膠芽腫に対しては現在でも集学的治療が必要であ

る。近年の放射線治療の発達により、生存期間中に放射線治療を組み合わせて

行うことも少なくない。線量が増えると腫瘍細胞死を得られるのと同時に正常

脳細胞死である脳放射線壊死が生じる機会も増えてくる。集学的治療により生

存期間の延長が得られても、放射線壊死により症状を呈すれば、その生存期間

の質は低下する。 

 現在まで、脳放射線壊死に対して確実な効果が得られる治療がなかった

が、ベバシズマブにはその可能性があると考えている。放射線治療により腫瘍

細胞を十分死滅させ、かつ放射線壊死をベバシズマブにて抑制することができ

れば、神経膠芽腫等悪性脳腫瘍に対する治癒の道が開けてくると考えている。 
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